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角度分解光電子分光に よる コ バ ル ト酸化物超伝導体の フ ェ ル ミ面観測

下志万 貴博 ： 東京大学物性研究所

　　コ バ ル ト酸化物超伝導体 の 超伝導機構解明のた め こ れ まで精 力的な研究が な され て い る。実
験的に は NQR や比熱測定な どか ら異方的超伝導対称性の可能性が 報告 されて お り、理論面で は

モ デル 上の フ ェ ル ミ面形状に よ り様々 な 超伝導機構の 予測がなされ て い る。特に焦点 とな っ て い

る の は r−K 方向の eg
’
バ ン ドに よ るフ ェ ル ミ面小ポケッ トの有無である 。 最近では小ポケ ッ ト上

における強磁性ス ピン揺 らぎ によ る p また は ∫波の 超伝導対称性が議論され るなど 、コ バ ル ト酸

化物超伝導体の フ ェ ル ミ面形状はそ の 超伝導機構に深 く関わ っ て お り、実験的に これ を明 らか に

する こ とは非常に重要で ある。この物質は水 を含む ため真空中での 試料の取 り扱いが 困難な こ と

か ら、こ れ まで 角度分解光電子分光の 報告例はな い．本研究では 試料の 取 り扱 い を特に工 夫 し角
度分解光電子分光を行 い 、 コ バ ル ト酸化物超伝導体の フ ェ ル ミ面を含め た フ ェ ル ミ準位近傍の 電
子 状態を初めて 明 らか に し た 。そ の 結果フ ェ ル ミ面小 ポケ ッ トは観測され ず、r 点中心の 六 角形

の 大き な フ ェ ル ミ面 （alg ）の みが 観測 された。また小ポケ ッ トを形成するべ き eg
’

バ ン ドは実際
に は フ ヱ ル ミ面以下 20 〜 50meV に頂点を有する こ とが 明らか とな っ た 。現在、エ ネルギーの 異
な る光源を用い て 追試を行 っ てお り 、 詳細は講演にて 報告する予定で あ る。
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　 コ バ ル ト酸化物 Na
． CoO2 ・yH20 に おけ る非運結フ ェ ル ミ面に起因する超伝導の 可能性

黒木 和彦 ： 電気通信大学　量子 ・物質工 学科

　 コ バ ル ト酸化物 Na ，，　CoO2　・　yH20 に お い て は unconventional な超伝導が 実現 し て い る可能性
が あ る。当初、我々は eg バ ン ドの 形成する非連結ポケ ッ ト型 フ ェ ル ミ面に 起因す るス ピ ン ・トリ
プ レ ッ ト∫波超伝導の可能性 を提案したが 、最近の 実験は eg ポケ ッ トの存在に否定的で ある。そ
こ で 、我々 は水分子が ある 場合の パ ン ド計算結果を検 討した結果 、αlg バ ン ドがガン マ 点付近に

極小構造を持 つ こ と 、および コ バ ル トの 価数が 3．5 以下で ある こ とに起 因し て 、ガ ン マ 点を中心
とした 同心円上 の 非連結二 重 フ ェ ル ミ面構造が生じうる こ とを 見い だ した。二 重フ ェ ル ミ面が あ

る場合、オン
・サイ ト斥力の効果に よ り、二 つ の フ ェ ル ミ面間を橋渡 しする波数におい て ス ピ ン

の 揺 らぎが 発達 し 、 フ ェ ル ミ面間で ギャ ップ の符号が 反転する拡張 s 波超伝導に有利に働 く。さ

らに、最隣接斥力の 効果によ りK 点付近に電荷の 揺 らぎが発生し、これが よ り
一

層拡張 s 波超伝

導を増大させ る。そ の 結果、FLEX 近似と線形化 Eliashberg方程式で解析す ると、現実的な 温度
の Tcが得られ る可能性が ある ことが わ か っ た 。 また、このよ うな二 重フ ェ ル ミ 面構造に よる s 波

超伝導の シナ リオは 、実験的に示され て い る相図やペ ア リン グ対称性に 関する実験を理解で き る

可能性が ある。
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